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新設の
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「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ザ
ー
ズ
」
難
波
菊
江
　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ザ
ー
ズ
は
、

平
成
17
年
11
月
1
日
、
岡
山
市
高
島
学
区
の

地
に
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
た

小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設
マ
ザ
ー
ズ
の
中

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
高
島
地
区
の
田
畑
が

残
る
の
ど
か
な
住
宅
地
の
中
に
あ
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
『
通
う
』
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、『
泊
ま
る
』

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、『
来
て
く
れ
る
』
訪
問
看

護
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、『
住
む
』
介
護
付
き

老
人
ホ
ー
ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 日　時 テ ー マ ね ら い 講　師 場　所

21
世
紀
も
6
年
目
を
迎
え
、
時
の
流
れ
の
早

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
昨
今
で
す
が
、
会
員
の

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
何
か
と
世
の
中
が
騒
が
し
く
、
平

和
と
安
心
し
た
生
活
を
揺
る
が
す
凶
悪
な
犯
罪

や
子
ど
も
が
犠
牲
と
な
る
事
件
事
故
が
続
発

し
、
国
民
を
恐
怖
や
不
安
に
お
の
の
か
せ
て
い

ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、
明
る
く
安
泰
に
暮
ら
せ

る
年
で
あ
る
事
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
連
絡

協
議
会
の
活
動
並
び
に
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て

温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
、
介
護
保
険
施
行
後
6
年
目
と
な
り

昨
年
そ
の
見
直
し
が
あ
り
、
今
年
度
か
ら
介
護

予
防
を
重
視
し
た
在
宅
ケ
ア
・
訪
問
看
護
が
推

進
さ
れ
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
示
さ
れ
た
医
療

制
度
改
革
試
案
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・

悪
化
防
止
の
徹
底
・
平
均
在
院
日
数
の
短
縮

化
・
在
宅
医
療
の
推
進
等
が
あ
げ
ら
れ
、
一
方

改
正
介
護
保
険
法
で
は
先
述
し
た
よ
う
に
介
護

予
防
と
在
宅
ケ
ア
の
重
視
、
医
療
と
の
連
携
強

化
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
訪
問

看
護
に
お
け
る
看
護
師
の
役
割
と
責
務
は
一
層

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

当
協
議
会
も
「
訪
問
看
護
」
の
発
展
の
た
め

に
一
層
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る
、

魅
力
あ
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
会

員
が
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
戌
年
、
県
下
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

ワ
ン
ダ
フ
ル
の
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

し
、
今
年
も
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

岡
山
県
訪
問
看
護
ス
テ
�
シ
�
ン
連
絡
協
議
会

 

会

長

若

林

敏

子

会

長

挨

拶

訪
問
看
護
ス
タ
ッ
フ

も
専
任
2
名
、
兼
任
1
名

と
小
さ
な
規
模
で
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
が
、

利
用
者
の
方
々
に
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人

ら
し
く
過
ご
し
て
頂
く
た
め
に
、
看
護
の
側

面
か
ら
安
心
と
信
頼
、
そ
し
て
温
も
り
の
あ

る
援
助
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
ど
も
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成18年

平成19年

※多数の参加をお待ちしています。　都合により、変更がある場合がございますのでご容赦ください。

平成18年度 訪問看護従事者研修年間計画（案）

予定

7月22日㈯

8月26日㈯

9月 9日㈯

10月21日㈯

11月

2月17日㈯

個人情報について
（合同研修）

摂取・嚥下障害の看護
　（口腔ケアを含む）

ALS在宅療養者を支
える地域連携

認知症療養者を在宅
で支えるケア

ハイテクケア
非侵襲的在宅呼吸療法

脳血管障害の知識
（合同研修）

東中国エア・
ウォーター

交渉中

交渉中

シンポジウム

事例検討・講演

交渉中

訪問看護ステーション
連絡協議会だより

•看護師が守るべき倫
理・法令と情報管理の
あり方を学ぶ

•摂取・嚥下障害のある
療養者への支援方法
を学ぶ
（講演・演習）

•ALS療養者と家族を
支える多職種の連携
と、その中で看護師の
役割を考える

•脳血管疾患の現状を
知り訪問看護師とし
てのアセスメント能
力を身に付ける

•認知症在宅療養者の
ケアを学ぶ
•生活機能の視点からか
かわりを考える

•非侵襲的在宅呼吸療
法を学ぶ
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ステーションからのリレーだより
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訪
問
看
護
ス
テ
�
シ
�
ン
マ
マ
�
ク

白
神
　
恵

訪
問
看
護
ス
テ
�
シ
�
ン
さ
く
ら
ん
ぼ

竹
内
幸
恵

昨
年
は
、
私
が
訪
問
看
護
に
携
わ
っ
て
き
た
中
で
利
用
者
と
の

別
れ
が
最
も
多
い
年
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
と
て
も
印
象
深
い
方
が
90
代
の
Y
さ
ん
で
し
た
。
癌

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
徐
々
に
食
事
摂
取
量
も
減
少
し
、
医
師
は
家
族

に
入
院
を
す
す
め
ま
し
た
。
Y
さ
ん
は
、
息
子
や
嫁
の
迷
惑
に
な
る

と
考
え
在
宅
に
い
た
い
気
持
ち
を
お
さ
え
、
自
ら
入
院
す
る
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
私
達
は
そ
の
気
持
ち
が
痛
い
程
感
じ
ら
れ
た
の
で
、

家
族
と
相
談
し
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い

に
も
在
宅
医
療
に
熱
心
な
医
師
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
よ
い
最
期

を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
苦
し
い
時
も
声
に
な
ら

な
い
時
も
周
り
の
人
の
事
を
一
番
に
考
え
、
手
を
合
わ
せ
最
後
の

最
後
ま
で
感
謝
の
言
葉
を
言
わ
れ
て
い
た
姿
が
今
で
も
目
に
浮
か

び
ま
す
。
Y
さ
ん
と
の
関
わ
り
で
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ

と
い
う
姿
勢
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
私
達
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
と

の
出
会
い
が
あ
り
日
々
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
必
要
と
し
て
下
さ
る
方
の
お
役
に
立
ち
、
そ
し
て
た
く
さ

ん
の
笑
顔
に
あ
え
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
車
を
走
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
間
、
管
理
者
が
交
代
し
、
私
で
3
人
目
と
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
訪
問
看
護
師
だ
っ
た
の
に
あ
る
日
突
然
管
理

者
に
な
り
ま
し
た
。

訪
問
看
護
師
と
し
て
の
仕
事
は
何
一つ
変
わ
り
が
無
い
が
、
管
理
者

と
し
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
悩
み
ま
し

た
。ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
、ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
運
営
し
て
い
く
に
は
も
ち
ろ

ん
、
経
営
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
と
い
っ
て
、

経
営
最
優
先
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
相
手
は
人
間
な
の
だ
か
ら
利

用
者
が
満
足
で
き
る
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
で
そ
れ
が
評
価
と
な
り

利
用
者
の
獲
得
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。一
人
で
出
来
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
り
、
自
分
一
人
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
運
営
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、ス
タ
ッ
フ
と
力
を
合
わ
せ
て
運
営
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、ス
タ
ッ
フ
が
管
理
者
で
あ
る
私
を
育
て
て
く
れ
て
い
る
と
思

う
と
、
少
し
精
神
的
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
3
月
で
、
や
っ
と
管
理
者
に
な
り
1
年
が
経
ち
ま
す
。
私
自

身
が
成
長
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
管
理
者
と
い
う
肩
書
き
に
縛

ら
れ
な
い
よ
う
自
分
ら
し
く
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
現
在
ス

タ
ッ
フ
7
名
、
利
用
者
50
名
と
共
に
…
…
。

まだまだ寒い日が続きますが、皆様、体調管理は大丈夫でしょうか？
広報委員会では、10周年誌発行に向け追い込み段階にはいりました。
アンケートの協力等ありがとうございました。

「
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
」

「
管
理
者
と
は
何
？
」

おかやま医療センターの佐藤俊夫先生により老年者の呼吸器疾患
の特徴や解剖、生理、又薬物療法について事例を交えながら講義され
た。中でも誤嚥を頻回に起こす人への降圧剤の内服は咳反射が起こり
効果のあることや、季節柄、今話題のインフルエンザの症状、合併症、
予防の講義も興味深かった。
又、岡山大学医学部・歯学部附属病院の築山先生により呼吸リハビ

リの実際を実習を交えながら行われた。呼吸音の実際を聞き副雑音の
違いを聞き分ける練習をしたが、これはすぐには習得できにくい技術
だと感じた。また、スクイージングの実際を施術する側、される側とで
実習し、経験することが出来た。効果の実際はやはり経験しないと感
覚もわかりにくいがしっかりと解剖や、生理、疾患を熟知した上で行な
わなければ効果も期待できないし、危険も伴うことを再確認できた。
今後も理学療法士との連携を保ちながら訪問看護師が出来る呼吸リ
ハビリを在宅で困っておられる利用者に実施できるように、日々研鑽
を積みたいと思います。有意義な研修に参加でき本当にありがとうご
ざいました。

「高齢者に多い呼吸器疾患・呼吸リハビリ』
 の研修に参加して

児島訪問看護サービスセンター 木崎礼子

林泰明先生により、神経難病と認知症の特徴、在宅ケアのポイント
を症例を通して実際の関わりを具体的に講義されました。
そして、以前は障害を分類してきたが、2001年 ICF 国際生活機能
分類の導入により、患者を環境に順応させるのではなく、周囲の人や
環境がどう「認知症のあるその方」に適応していけば良いのかという
ような考え方に変わっていると紹介されました。

「認知症介護から生きることへの支援」
グループホーム施設長の和田行男先生により、以前テレビで放送さ
れたビデオを通してグループホームの生活を具体的にわかりやすく
ユーモアを交えながら「対応の仕方で生きいきと生きていく姿」に変
わっていく様子を紹介されました。
点の支援から面の支援が必要であり、その人の力を信じて、人とし
て生きていけるよう支援することが大切と教えていただきました。

「神経難病、認知症のある在宅療養者・家族への支援の実際」
～神経内科医の立場から～

訪問看護ステーションほほえみ 中田一美
平成17年度在宅セミナーを受講して

10周年を振り返って
一番楽しかったこと 今後に向けての目標10周年を迎えて

一番つらかったこと

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

く
じ
ば

　
管
理
者

仕
田
原
明
珠

西
大
寺
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
管
理
者

中
島
貴
子

倉
敷
中
央

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
管
理
者

柴
田
由
美
子

水
島
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
管
理
者

石
原
富
恵

訪問看護ステーション開設10周年を迎えてのアンケート

訪問看護という分野
に踏み込んでなけれ
ば、出会うことがで
きなかった仲間に出
会えたこと

長期間訪問させて
いただいた利用者と
の別れに際し、ター
ミナルケアが十分で
きなかったこと。

将来、医療型多機
能サービスを提供で
きたらと考えていま
す。

名前を覚えて呼んで
くださったり、短い
訪問時間の中で笑
顔でお話してくだ
さったりすると楽し
い時間が過ごせ私
の活力にもなります。

まだ2年ほどしか訪
問看護をやっていま
せんが、利用者の
家族より関西弁でひ
どく怒られた時には
とても辛く訪問看護
が続けられないよう
な気がしました。

めざせ 利用者40
名を目標に、住み
慣れた場所での療
養が長く続けられ
るようにサポート
できると良いと思
います。

開設当初に地域の
医療に協力を頂くよ
うに訪問看護の説
明に回りました。不
思議そうな返事をさ
れ、まだ理解も少な
かったことを思いだ
します。地域医療と
の連携はより重要と
なっており、当時の
努力が無駄でな
かったことは、今で
は楽しかった思い出
です。

児島の海辺の果て
から総社の山奥ま
で、昼食もゆっく
り取るひまもなく
100kmの距離を走
りまわり日が暮れ
て真っ暗な中ス
テーションの窓の
明かりが見えたと
きに、涙があふれ
たことです。

これからも、高い
医療ニーズを持つ
在宅療養者を支え
ていくために、訪
問看護の専門性を
追求するよう、よ
り一層の努力を行
うと共に、地域連
携を深める役目を
担っていきたいと
思います。

大きな問題もなく存
続できたのが何より
喜ばしいことだと思
います。

多職種との価値観
の違いにより、連携
がうまくいかなかっ
たことです。

利 用 者、家 族 の
方々の支えになれ
る、訪 問 看 護 ス
テーションであり
続けることです。

W
W
W
W
W
W
W
W
W
W

所属

アンケート
内容
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「事務局より」
ご多忙のところ、アンケート調査等の
ご協力、本当にありがとうございました。
今後ともよろしくお願い申し上げます。

編集後記


